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研究概要 

我々が生活している居住空間には、ウイルス、細菌、カビ胞子、花粉、昆虫などの様々な生物が空気中に浮遊し

ている。空気感染や飛沫感染により疾病を引き起こすウイルス病原体として、麻しんウイルス、インフルエンザ、

ムンプスウイルス（おたふく風邪）、水痘・帯状疱疹ウイルス（帯状疱疹）の他、世界的なパンデミックを引き起

こしている新型コロナウイルスなどがある。また、結核のような飛沫核感染を引き起こす細菌や、作物に多大な被

害を引き起こすうどんこ病などの糸状菌胞子、毎年流行する花粉症の原因とされるスギ、ヒノキやイネ科植物など

の花粉、さらに、日本脳炎ウイルス、デングウイルス、ウエストナイルウイルスなどを媒介するヒトスジシマカや

アカイエカなどの飛翔害虫などの感染や侵入により、年間数億人が罹患・死亡している。これらの疾病は抵抗力の

低い高齢者に多く発生しているが、空気中に浮遊している様々な病原体を補足し、体内への侵入をすることは、

quality of life（QOL）の向上、命を守るための安心安全な居住空間作り結び付くと考えられる。そこで、本年度

は、新型コロナウイルス感染症対策で換気の重要性が高まるなか、窓を開けることで PM2.5 や花粉、昆虫などが侵

入することを抑制する「静電ブラインド」を産学連携で共同開発し、その実証試験を実施した。また、空気中に浮

遊するウイルスの回収装置についても開発した。 

 

研究成果 

「静電ブラインド」は、鋼線の周りを特殊な絶縁体で覆い、電圧を与えることで、絶縁体の周りには、（-）また

は（+）に帯電した強力な静電場が発生する。そこに昆虫や花粉などが捕捉されるため、屋外からの物体の侵入を

防ぐことができる。尚、特殊絶縁被膜しているため、静電気の放電が起こらず、安全な設計としている。研究の一

環として、近畿大学東大阪キャンパスの一部教室に「静電ブラインド」を設置し、昆虫や花粉の侵入が 99％カット

される効果を確認した。 

 

「浮遊病原体回収装置」は、ステンレス製のパンチングメタルにスパイクを取り付け、その下方に水の受け皿を

平行に設置した装置を開発した。スパイク側に（－）の高電圧を印加することで、水面に向かって（－）のイオン

風が発生し、浮遊する物体が水中に取り込まれる現象を発見した。今回、新型コロナウイルスの代替ウイルスとし

て Pseudomonas virus phi6 を用い、それらの取り込み試験を実施したところ、高い確率で空気中のウイルスを回収

することに成功した。水中には抗ウイルス剤など殺菌剤を混合することで廃棄が可能となり、また、空気中病原体

のモニタリングも可能となる。これらの成果は International Journal of Environmental Research and Public 

Health への投稿を予定している。 
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④特許等知的財産 
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